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六
朝
文
学
評
論
史
上
に
お
け
る
声
律
論

の
形
成

ー
沈
約
の
四
声
応
用
説
に
至
る
ま
で
ー

古

川

末

喜

文
學
は
こ
と
ば
を
素
材
と
す
る
藝
術
で
あ
り
、

そ
の
中
で
も
韻
文
學
は
こ
と
ば

の
音
的
要
素
を
最
も
敷
果
的
に
利
用
し

よ
う

と
す

る
。
そ
の
際
、
音
の
節
奏
の
要
素
で
あ
る
長
短
、
強
弱
、
高
低
を
そ
れ
ぞ
れ
利
用
す
る
場
合
が
あ
ろ
う
が
、
そ
の
利
用
の
仕
方
は
各
言

語

の
特
徴
に
よ

っ
て
決
定
さ
れ
る
。
基
本
的
に

一
文
字

・
一
輩
語

・
=
音
節
で
、
そ
の

=
音
節
が

一言
く
国
＼
■

で
示
さ
れ
る
中
國
古
典

語

の
場
合
、
そ
の
鷹
用
に
は
、
H
(髪
聲
)
、
ζ
<
句
L
≦
<
周
＼
■

(畳
韻
、
押
韻
)
、
■

(唐
以
後
は
平
灰
律
)
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
そ

の
中
で
も
古
典
詩
に
限

っ
た
場
合
、
聲
調

(
↓
)
の
利
用
が
最
大
の
特
徴
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
音
の
敷
果
の
文
學

へ
の
利
用
は
、
文
學
の
誕
生
と
と
も
に
最
初
か
ら
作
家
た
ち
に
自
畳
さ
れ
て
い
た
わ
け
で

は
な
い
。
そ
れ
は
、
樂
律
、
梵
聲
、
音
韻
學
な
ど
と
密
接
に
結
び
つ
き
、
多
く
の
實
践
を
経
な
が
ら
次
弟
に
意
識
さ
れ
て
い
っ
た
の
で



あ

る
Q
そ
し
て
沈
約
ら
の
四
聲
説
の
制
定
と
そ
の
鷹
用
に
至

っ
て
完
全
に
自
毘
的
な
も
の
と
な
り
、
や
が
て
唐
の
平
灰
律
の
完
成

へ
と

牧
敏
し
て
い
く
。

小
論
は
そ
う
し
た
韻
文
に
お
け
る
音
律
的
修
僻
に
つ

い
て
、

六
朝
人
の
認
識
が
ど
の
よ
う
に
獲
展
し
て
い
っ
た
か

を
、
文
學
評
論
史
上
の
観
黙
か
ら
さ
ぐ

っ
て
ゆ
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

二

沈
約
は
、
『
宋
書
』
謝
霊
運
傳
論
で
、
四
聲
説
鷹
用
の
聲
律
論
を
開
陳
し
た
あ
と
、
曹
植
他
三
人
の
詩
を
、
「
正
以
音
律
調
韻
、
取
高

前
式
」
と
評
し
て
い
る
。
曹
植
の
詩
を
、
沈
約
は
、
彼
の
新
獲
見
だ
と
い
う
四
聲
聲
律
説
に
か
な

っ
た
も
の
だ
と
認

め
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
か
ら
す
る
と
、
曹
植
は
既
に
、
字
句
の
聲
調
を
鷹
用
し
た
詩

の
聲
律

の
調
和
を
あ
る
程
度
模
索
し
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と

疑
わ
し
め
る
。
こ
れ
は
曹
植
の
賦
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
同
時
期
の
陳
琳
が
曹
植
の

「亀
賦
」
の
聲
律
面
に
も
注
意
を
向
け
な
が
ら
、

音
義
既
遠
、
清
僻
妙
句
、
飯
然
燥
嫡
。
…
…
夫
聴
白
雪
之
音
、
観
緑
水
之
節
、
然
後
東
野
巴
人
、
蛋
鄙
盆
著
。

(『文
選
』
巻
四
〇

「答
東
阿
王
陵
」)

と
評
し
て
い
る
こ
と
も
、
曹
植
が
文
章
創
作
で
聲
律
面
に
相
當
氣
を
使

っ
て
い
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
さ
ら
に

『文

心
雛
龍
』
の
、
「
其

鶴
贈
而
律
調
」
(章
表
篇
)
と
い
う
曹
植
評
や
、
『
全
晴
文
』

巻
二
九
に
の
せ
る

「陳
思
王
廟
碑
」
の
、
「
尋
聲
制
賦
、

膚
詔
題
詩
」
と
い

(1
)

(
2
)

 う
記
述
も
同
様
で
あ
る
。
實
際
、
近
人
の
徐
青
氏
や
漏
春
田
氏
の
調
査
に
依
捺
す
れ
ば
、
曹
植
が
聲
調

(■
)

の
鷹
用
を
ふ
く
め
た
聲

律

の
調
和
を
あ
る
程
度
實
淺
し
て
い
た
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違

い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

.
し
か
し
、
彼
が
そ
れ
に
つ
い
て
如
何
な
る
認
識
を
持

っ
て
い
た
か
は
、
直
接
聲
律
論
に
言
及
し
た
獲
言
が
な
い
の
で
見
定
め
る
こ
と
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は
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
音
律
に
封
し
て
は
極
め
て
敏
感
で
あ

っ
た
と
は
言
え
る
だ
ろ
う
。
彼
自
身

の

弾
琴
撫
節
、
爲
我
絃
歌
。
清
濁
齊
均
、
既
亮
且
和
。

(逞
欽
立
輯
校

『魏
詩
』
巻
七

「閨
情
詩
」)

儀
同
聖
表
、
聲
協
音
律
。

(『全

二
国
文
』
巻

ニ
ハ
「平
原
酪
公
主
諌
」)

と

い
う
言
い
方
は
、
そ
の
こ
と
を
示
唆
す
る
。
吾
律
に
敏
感
で
あ

っ
た
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
文
章
創
作
に
も
聲
律
を
鷹
用
で
き
た
の
で

あ
る
。

一
方
、
彼
が
梵
唄
の
創
始
者
で
、
そ
の
方
面
に
造
詣
が
深
か
っ
た
と
い
う
傳
説
は
、
彼

の
聲
律
の
雁
用
の
創
始
と

い
う
事
實
を
象
徴

的

に
示
し
て
い
て
興
味
深
い
。
『
高
曾
傳
』
巻

一
三
に
、

始
有
魏
陳
思
王
曹
植
、
深
愛
聲
律
、

屡
意
経
音
、
闘既
通
般
遮
之
瑞
響
、

又
感
漁
山
之
神
製
。
…
…
原
夫
梵
唄
之
起
、

亦
兆
自
陳

思
。
始
著
太
子
頬
及
談
頚
等
、
因
爲
之
製
聲
。
吐
納
抑
揚
、
拉
法
神
授
。

と
言
い
、
『
法
苑
珠
林
』
巻
三
六

「
唄
讃
篇
」
に
、

植
、
毎
讃
佛
教
、
韓
流
連
嵯
翫
、
以
爲
至
道
之
宗
極
也
。

途
製
轄
讃
七
聲
、

昇
降
曲
折
之
響
、

世
人
誠
諦
威
憲
章
焉
。

嘗
遊
魚

山
、
忽
聞
室
中
梵
天
之
響
、
清
雅
哀
碗
、其
聲
動
心
、猫
聴
良
久
、
而
待
御
皆
聞
。
植
、
深
感
神
理
、
彌
籍
法
雁
、
乃
墓
其
聲
節
、

爲
爲
梵
唄
、
纂
文
製
音
、
傳
爲
後
式
。

(
3
)

と
言
う
。
も
し
こ
の
傳
説
が
事
實
な
ら
、

彼
が
聲
調
の
響
き
の
敷
果
を
詩
文
に
も
鷹
用
し

た
こ

と
は
、

容
易
に
納
得
で
き
る
所
で
あ

(
4
)

る
。
こ
の
傳
説
は
、
今
日
否
定
さ
れ
て
い
る
が
、
曹
植
に
梵
唄
創
始
説
が
仮
託
さ
れ
た
こ
と
は
、
六
朝
人
が
曹
植

の
作
品
の
中
に
聲
律

調
和
の
螢
爲

の
跡
を
感
じ
と

っ
て
い
た
か
ら
に
ち
が
い
な
い
。
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陸
原
は
、
沈
約
が
四
聲
説
鷹
用
の
聲
律
説
を
沈
約
が
創
始
し
た
と
述
べ
た
の
に
翼
し
て
、
書
を
與
え
て
反
論
し
、
そ
の
中
で
沈
約
よ

り
早
く

一
般
的
な
聲
律
の
調
和
に
氣
つ

い
た
も
の
と
し
て
、
曹
　
、
劉
槙
、
陸
機
の
三
人
を
あ
げ
て
次
の
よ
う
に
い
う
、

自
魏
文
屡
論
、
深
以
清
濁
爲
言
。
劉
槙
奏
書
、
大
明
膣
勢
之
致
。
岨
曙
妥
佑
之
談
、
操
末
績
顛
之
説
、
興
玄
黄
於
律
呂
、
比
五
色

之
相
宣
。
荷
此
秘
未
観
、
妓
論
爲
何
所
指
邪
。

(『南
斉
書
』
巻
五
二

文
学
伝
)

陸
機

の

「
文
賦
」
は
次
節
で
取
上
げ
る
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で
は
魏
の
二
人
に
つ
い
て
順
に
み
て
み
る
。
右
に
言
う
魏
文
の
清
濁

の
論

と

は
、
曹
　
の

『
典
論
』
論
文
の

文
以
氣
爲
主
、
氣
之
清
濁
有
禮
、
不
可
力
強
而
致
。
讐
諸
音
樂
、
曲
度
錐
均
、
節
奏
同
検
、
至
於
引
氣
不
齊
、
巧
拙
有
素
、
錐
在

父
兄
、
不
能
以
移
子
弟
。

の
部
分
を
さ
す
。
劉
槙
の
膿
勢
論
を
述
べ
た
奏
書
と
は
、
今
そ
の
資
料
は
侠
し
て
い
る
が
、
『
文
心
雛
龍
』
に
二
條
引
く

孔
氏

(融
)
卓
卓
、
信
含
異
氣
、
筆
墨
之
性
、
殆
不
可
勝
。

(風
骨
篇
)

文
之
膣
指
貴
強
、
使
其
僻
巳
壷
而
勢
有
絵
、
天
下

一
人
耳
、
不
可
得
也
。

(定
勢
篇
)

は
、
そ
の

一
部
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
論
が
、
沈
約
の
言
う
四
聲
説
鷹
用
の
聲
律
論
で
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
陸
厭
は
、
そ
れ
ら

を
、
「
但
未
屈
曲
指
的
若
今
論
」
と
は
し
つ
つ
も
、

一
種
の
聲
律
論
と
み
な
し
た
の
で
あ
る
。
魏
か
ら
さ
ほ
ど
遠
か
ら
ぬ
六
朝
人
が

、

そ
れ

ら
の
論
を
聲
律
論
に
屡
す
る
議
論
だ
と
み
な
し
た
事
實
は
十
分
重
視
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

(
5
)

ま
ず
曹
　
に
つ
い
て
言
え
ば
、
こ
の
部
分
は
〈
氣
〉
の
解
繹
を
め
ぐ

っ
て
諸
説
の
分
か
れ
る
所
で
あ
る
。
羅
根
澤
氏
は
、
こ
の
曹
　

の
文
氣
を
自
然
の
音
律
だ
と
み
な
し
て
い
る
。
思
う
に
、
こ
こ
で
い
う
〈
氣
〉
は
、
直
接
に
は
個
性
的
先
天
的
生
命
力
を
意
味
し
て
い
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(
6
)

る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
徐
復
観
氏
が
、
「
凡
是
論
文
而
論
到
聲
或
韻
的
時
候
、
實
際
便
等
於
論
到
氣
」
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
文

論

の

う

、兄
で
は
、
〈
聲
〉
と
〈
氣
〉
と
は
表
裏

一
膣
の
も
の
で
あ
る
。
〈
氣
〉
は
文
章
の
中
で
は
、
ま
ず
文
章
の
〈
聲
〉
と
な

っ
て
あ
ら
わ
れ

る
。
從

っ
て
曹
　
が

こ
こ
で
提
起
し
た
〈
氣
〉
に
は
、
文
章
の
音
調
が
そ
の
裏
に
あ
る
と
み
た
い
。
だ
か
ら
曹
　
は
〈
氣
〉
の
個
性
的

違

い
を
、
音
樂
の
讐
え
を
か
り
て
説
明
し
た
の
で
あ
る
。
次
に
劉
槙
の
膣
勢
論
と
い
う
の
は
、
右
に
引
い
た

「
文
之
腱
指
貴
強
、
使
其

僻

日
蓋
而
勢
有
鯨
」
と
い
う
所
を
指
す
の
か
、
さ
ら
に
適
切
な
部
分
が
あ

っ
た
の
か
今
は
知
る
よ
し
も
な
い
が
、
も

し
陸
厭
が
こ
の
部

分
を
聲
律
論
だ
と
み
な
し
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
曹
　
と
同
じ
道
理
で
容
易
に
諒
解
で
き
よ
う
。

「
僻
壼
而
勢
有
鯨
」
な
の
は
、

劉
麗
が
劉
槙
の
論
は
〈
氣
〉
を
兼
ね
て
い
る
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
氣
力
が
あ
り
、
音
調
に
剛
健
な
響
き
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
陸
蕨

が

、
曹
　
や
劉
槙

の
論
を
聲
律

論
の
一
種
と
み
な
し
た
時
に
は
、
そ
う
し
た
〈
氣

・
膣
勢
〉
と
〈
聲
〉
と
の
密
接
な
關
係
を
鏡
く
感
じ

と

っ
て
い
た
か
ら
に
ち
が
い
あ
る
ま
い
。
以
上
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
我

々
が
陸
厭
の
指
摘
に
導
か
れ
て
、
曹
　
、
劉
槙
ら
を
早
期

の
聲
律
論
者
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
は
、
決
し
て
不
當
な
こ
と
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

(
7
)

(
8
)

(
9
)

曹
操
が
相
當
の
晋
樂
好
き
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
所
で
あ
る
が
、
曹
　
、
曹
植
ら
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。
ま
た

こ
の
時
代
に
は
、
中
國
樂
律
史
上
大
き
な
貢
献
を
な
し
た
杜
蔓
を
も
輩
出
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
曹
魏
宮
廷
の
音
樂
愛
好
も
、
こ
の
時

期

に
勃
然
と
聲
律
に
封
す
る
認
識
が
め
ば
え
た
背
景
の
一
つ
に
歎
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
こ
の
時
期
に
音
韻
學
が
興
隆
し
た
こ
と

は
、
そ
の
要
因
と
し
て
さ
ら
に
重
要
で
あ
る
。
通
説
に
よ
れ
ば
、
梵
聲
等
の
影
響
を
う
け
て
反
切
を
は
じ
め
た
の
は
、
後

漢

末

の
服

慶
、
鷹
勘
、
そ
し
て
孫
炎
で
あ
る
と
い
う
。
魏

の
時
代
に
こ
の
音
韻
學

(反
切
学
)
が
盛
行
し
た
こ
と
は
、
既
に
北
朝

の
顔
子
推
が

孫
叔
言
創
爾
雅
昔
義
、
是
漢
末
人
猫
知
反
語
。
至
於
魏
世
、
此
事
大
行
。

(『顔
民
家
訓
』
音
辞
篇
)
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(
01
)

と
指
摘
す
る
。
こ
の
反
切
學
の
盛
行
が
文
學
の
音
調

(
I・
M
V
E
.
T
)
に
樹
す
る
自
畳
を
う
な
が
し
、
少
激
の
秀
れ
た
作
家
た
ち
が
、

文
學
創
作
に
も
鷹
用
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
顔
之
推
が
、
先
の
資
料
に
つ
づ
け
て
言
う
よ
う
に
、
「
高
貴
郷

公
、
不
解
反
語
、

以
爲
怪
異
㌧
と
い
う
状
況
の
中
で
は
、
ま
だ
聲
律
の
文
學

へ
の
鷹
用
は
決
し
て

一
般
的
で
は
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

三

陸
蕨
の
指
摘
を
受
け
る
ま
で
も
な
く
、
陸
機
の

「文
賦
」
が
聲
律
論
に
言
及
す
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
「
文
賦
」
第
六
章

に

い
う
、

其
爲
物
也
多
姿
、
其
爲
膣
也
屡
遷
。
其
會
意
也
尚
巧
、
其
遣
言
也
貴
嫉
。
聾
一晋
聲
之
迭
代
、
若
五
色
之
相
宣
。
錐
逝
止
之
無
常
、

固
崎
錆
而
難
便
;
荷
達
攣
而
識
次
、
猫
開
流
以
納
泉
。
如
失
機
而
後
會
、
恒
操
末
以
績
顛
;
謬
玄
黄
之
秩
序
、
故
漢
沼
而
不
鮮
。

(『文
選
』
巻

一
七
)

こ
こ
で
、
「
其
遣
言
也
貴
妬
」
と

い
う
よ
う
に
、
「
文
賦
」

は
美
を
創
造
す
る
た
め
の
修
僻
學
の
問
題
と
し
て
聲
律
論
を
取
上
げ
た
最
初

の
も
の
で
あ
る
。
陸
機
が
こ
こ
で
説
く
聲
律
論
は
、
漠
然
と
し
た
聲
律
の
調
和
と
い
う

こ
と
で
は
な

さ
そ
う
で
あ

る
。
「
畳
音
聲
之
迭

代
、
若
五
色
之
相
宣
」
と
い
う
言
い
方
は
、
輩
に
讐
聲
、
畳
韻
語
、

押
韻
の
音
の
響
き
を
述
べ

た
の
で
は
あ
る
ま

い
。
「
迭
代
」
と
い

い
、
「
五
色
」
と
い
い
、
そ
れ
は
あ
た
か
も
字
句
の
聲
調

(
T
)
が
次

々
と
入
れ
か
わ
る

こ
と
を
述
べ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

チ
ャ
ン

ス
を
逃
し
て
失
調
を
き
た
し
た
際
に
は
、
「
操
末
以
績
顛
」
と
い
う
時
の

「
末
、
顛
」

の
言
い
方
か
ら
も
、

そ
れ
が
脚
韻
の
換
韻
等
の

ζ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、

一
句
も
し
く
は

一
聯
中
の
文
字
の
聲
調
の
組
合
わ
せ
の
問
題
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
の
だ
と
考
え
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ら
れ
る
。

つ
ま
り
陸
機
は
既
に
、
沈
約
ら
よ
り
も
早
く
聲
調

(■
)

の
鷹
用
の
問
題
に
言
及
し
、
そ
の
組
合
わ
せ
が
敷
果
的
に
な
さ
れ

た
場
合
に
は
美
し
い
響
き
が
湧
き
起
こ
る
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
彼
は
、
ど
の
よ
う
に
聲
調
を
組
合
わ
せ
れ
ば
そ
の
目

的
が
達
成
さ
れ
る
か
、
そ
の
具
膿
的
方
法
に
は
氣
つ
い
て
い
な
か

っ
た
。
だ
か
ら
、
そ
う
し
た
敷
果
的
な
聲
調
の
配
分
に
到
達
で
き
る

か
否
か
は
全
く
遇
然
性
に
よ
る
も
の
で
、
「
固
崎
鋪
而
難
便
」
と
述
べ
、

そ
の
困
難
性
を
な
げ
い
て
い
る
の
で
あ
る
O
だ
が
、

そ
う
し

た
聲
調

の
鷹
用
が
無
秩
序
で
あ

っ
て
い
い
と
は
決
し
て
思

っ
て
い
な
か

っ
た
。
「
達
攣
而
識
次
」

や

「
採
末
以
績
顛
」

と
い
う
言
い
方

か
ら
は
、
い
か
に
も
あ
る
秩
序
が
、

漠
然
と
で
は
あ
る
が
設
定
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

失
調
を
き
た
し
た
際
を
、
「
謬
玄

黄
之
秩
序
」
と
比
喩
し
て
い
る
こ
と
も
そ
の
感
を
強
く
さ
せ
る
。
陸
機
は
、
沈
約
の

「若
前
有
浮
聲
、
則
後
須
切
響
」
と
い
う
秩
序
を

提
起
し
た
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
獲
想
は
か
な
り
沈
約
ら
に
近
づ
い
て
き
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
陸
機
が
、
文
章
創
作
理
論
に
聲
調
の
鷹
用
を
か
な
り
自
毘
的
に
持
ち
こ
ん
で
き
た
の
は
、
彼
が
昔
樂

の
方
面
に
相
當
な

關

心
を
抱
い
て
い
た
こ
と
と
は
切
り
離
し
て
は
考
え
ら
れ
ま
い
。
彼
の
傳
記
資
料
に
は
、
直
接
彼
の
晋
樂
愛
好
を
語

る
記

事

は

な

い

が
、
彼
の
集
に
目
を
通
せ
ば
、
彼
が
少
な
か
ら
ず
音
樂
に
惹
き
つ
け
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
、
し
ば
し
ば
持
ち
出
さ
れ
る
音
樂

的
比
喩
表
現
に
よ

っ
て
わ
か
る
。
そ
の
量
は
他
の
文
人
に
比
べ
て
人

一
倍
多
い
よ
う
で
さ
え
あ
る
。
今
、
そ
う
し
た
彼
の
音
樂
的
表
現

を
、
「
演
連
珠
五
〇
首
」
か
ら
二
、
三
例
示
す
れ
ば
、

臣
聞

:
赴
曲
之
晋
、
洪
細
入
韻
;
躇
節
之
容
、
傭
仰
依
詠
。
(其

一
六
)

臣
聞

・・絶
節
高
唱
、
非
凡
耳
所
悲
;
雛
義
芳
訊
、
非
庸
聴
所
善
。

(其
二
三
)

臣
聞

・二
音
以
比
耳
爲
美
、
色
以
悦
目
爲
敷
。
是
以
衆
聴
所
傾
、
非
假
北
里
之
操
;
萬
夫
碗
攣
、
非
俊
西
子
之
顔
。
(其
二
七
)
.
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(北
京
甲
華
書
局
刊

『
陸
機
集
』
巻
八
)

の
如
く
で
あ
る
。
想
起
す
れ
ば
、
「
文
賦
」
自
髄
が
至
る
所
で
音
樂
に
比
喩
を
か
り
て
、

文
學
創
作
の
諸
問
題
を
論
じ
て
い

る
の
で
あ

る
。
そ
う
し
た
中
で
も
文
病
を
論
じ
た
第

一
一
章
か
ら
第

一
五
章
ま
で
の
文
章
は
き
わ
だ

っ
て
い
る
。
こ
の
五
段
の
文
章
は
、
み
な
六

言

六
句
か
ら
な
る
が
、
途
中
に
音
樂
用
語
を
ち
り
ば
め
な
が
ら
、
最
後
の
六
言
二
句
で
、
全
て
が
音
樂
の
比
喩
を
か
り
て
文
病
を
ま
と

め
あ
げ
て
い
る
。
そ
の
部
分
を
抜
き
出
せ
ば
、

警
偏
絃
之
濁
張
、
含
清
唱
而
靡
鷹
。

(第

一
一
章
)

象
下
管
之
偏
疾
、
故
難
鷹
而
不
和
。
(第

一
二
章
)

猶
絃
広
而
徽
急
、
故
錐
和
而
不
悲
。
(第

=
二
章
)

繕
防
露
與
桑
間
、
又
錐
悲
而
不
雅
。

(第

一
四
章
)

難

一
唱
而
三
歎
、
固
既
雅
而
不
艶
。

(第

一
五
章
)

(
12
)

の
如
く
で
あ
る
。
こ
の
五
病
は
、
通
説
で
は
聲
律
に
關
係
す
る
文
病
の
意
に
は
取
ら
な
い
が
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
形
式
の
統

一
性
と

昔
律

へ
の
周
到
な
氣
く
ば
り
と
い
う
黙
か
ら
、
私
は
こ
の
文
病
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
聲
律
上
の
病
を
も
陸
機
は
あ
わ
せ
含
め
て
レ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。
い
ず
れ
に
し
ろ
陸
機
は
、
音
樂
に
強
い
關
心
を
も
ち
、
音
樂
と
文
學
作
品
に
お
け
る
聲
律
と
の
密
接
な
關
係
を
膿

得

し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
に
文
學
創
作
理
論
の
中
で
音
樂
的
比
喩
表
現
を
し
ば
し
ば
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

弟

の
陸
雲

(
二
六
二
i
三
〇
三
)
は
、
兄

へ
の
手
紙
の
中
で
押
韻
の
問
題
に
つ
い
て
し
ば
し
ば
陸
機
に
教
え
を
請
う

て
い
る
。

(『全
普

文
』
巻

一
0
二
)
そ
の
こ
と
か
ら
兄
同
檬
に
弟
も
、

文
章
創
作
で
は
か
な
り
音
韻
方
面
に
氣
を
使

っ
て

い
た
こ
と
が

わ
か

る

。

さ

ら
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に
、
そ
の
手
紙
で
韻
文
を
、
「
新
聲
絶
曲
」
と
表
現
し
た
り
、
創
作
を
絶
つ
こ
と
を
、
「
絶
音
干
文
章
」
と
言

っ
た
り
し
て

い

る

こ

と

も
、
彼
が
創
作
面
で
聲
律
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
の
現
れ
で
あ
る
。

ま
た
沈
約
が
、
「
音
律
調
韻
」

と
し
て
あ
げ
た
四
人
の
う
ち
残
り

(
13
)

二
人
の
王
讃

(生
卒
年
夫
詳
)
と
孫
楚

(
二
一
八
?
ー
二
九
三
年
)
は
、
と
も
に
西
否
の
作
家
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
聲
律
を
調
え
る
實
践

が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
彼
ら
に
聲
律
に
封
す
る
認
識
が
少
な
か
ら
ず
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

以
上
の
陸
機
、
陸
雲
、
王
讃
、
孫
楚
ら
の
例
か
ら
考
え
て
、
魏
の
時
代
か
ら
め
ば
え
た
文
學
思
想
史
上
で
の
聲
律

へ
の
意
識
は
、
こ

の
西
巫日
の
時
代
に
は
か
な
り
自
畳
的
に
な
り
は
じ
め
た
と
同
時
に
、
い
く
分
か
の
廣
が
り
を
も
示
し
は
じ
め
た
と
言
え
よ
う
。

四

宋
の
劉
義
慶
編
の

『
世
説
新
語
』
排
調
篇
に
、
西
否

の
張
華
が
陸
雲
と
筍
隠
と
に
、
「
可
勿
作
常
語
」
と
し
て
談
論
さ
せ
た
な
か
に
、

陸
畢
手
日
:
雲
間
陸
士
龍

(平
平
入
上
平
)
。

筍
答
日
・・
日
下
筍
鳴
鶴

(入
上
平
平
入
)
。

(廣
韻
に
よ
る
。
以
下
同
じ
)

と

い
う
二
人
の
や
り
と
り
が
あ
る
。
こ
れ
が
常
語
で
な
い
と
い
う
の
は
意
味
の
上
か
ら
で
は
な
く
、
聲
調
の
交
代
と
い
う
そ
の
音
調
で

あ

る
。
か
り
に
平
灰
で
み
れ
ば
き
れ
い
な
互
野
に
な

っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
記
録
し
て
い
る
こ
と
は
、
編
者
に
も
聲
律

へ
の
認
識
が
あ

っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
同
じ
く
文
學
篇
に
は
、
東
奮
の
孫
紳
と
萢
啓
と
の
や
り
と
り
が
、

孫
興
公
作
天
豪
賦
成
、
以
示
萢
榮
期
云
:

「卿
試
螂
地
。
要
作
金
石
聲
。」
萢
日
..

'「
恐
子
之
金
石
、
非
宮
商
中
聲
己

然
毎
至
佳

句
、
軌
云
・・
「
鷹
是
我
輩
語
。」
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と
記
さ
れ
て
い
る
。
漢
賦
の
作
法
は
、
音
律
面
て
は
た
だ
押
韻
を
重
覗
す
る
だ
け
だ
が
、
験
賦
の
時
代
に
な
る
と
聲
調

(■
)
を
も
考

慮
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
て
、「
作
金
石
聲
」
「
宮
商
中
聲
」
と
い
う
の
は
、
お
そ
ら
く
そ
う
し
た
「
天
毫
山
賦
」
の
聲
調
の
譜
和
し
た
面

を
述

へ
て
い
る
の
て
あ
ろ
う
。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
ま
た
、
暦
宋
の
間
に
聲
調
の
調
和

へ
の
意
識
か
高
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

五

『詩
品
』
序
に
引
く
齊
の
王
融
か
鍾
燦
に
語

っ
た
所
に
よ
れ
ば
、
宋
の
顔
延
之
、
萢
曄
、
謝
荘
の
三
人
は
、
聲
律

方
面
を
あ
る
程
度

探
求
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
こ
て
は
ま
ず
萢
曄
を
取
上
け
、
次
に
謝
荘
、
顔
延
之
の
順
に
論
ず
る
こ
と
に
す
る
。

萢
曄

(三
九
八
-
四
四
五
)
の
聲
律

論
は
、
獄
中
か
ら
諸
甥
姪
に
與
え
た
書
に
自
か
ら
序
し
た
と
い
う
文
章
に
み
え
る
。
沈
約
は
、
お

そ
ら
く
死
の
間
近
に
書
か
れ
た
て
あ
ろ
う
こ
の
自
序
を
、
「
曄
自
序
井
實
、
故
存
之
」
と
し
て
、
全
文
を
彼
の
本
傳

に
載
録
し
て
い
る
。

そ

の
中
て
萢
曄
は
文
章
創
作
の
根
本
を
、

常
謂
情
志
所
託
。
故
當
以
意
爲
主
、
以
文
傳
意
以
意
爲
主
、
則
其
旨
必
見
、
以
文
傳
意
、
則
其
詞
不
流
。
然
後

抽
其
券
芳
、
振
其

金
石
耳
。

(『宋
書
』
巻
六
九
)

と
述

へ
て
い
る
。
彼
は
こ
こ
で
、
創
作
に
お
い
て
は
ま
ず
内
容
を
し

っ
か
り
打
ち
立
て
、
然
る
後
に
字
句
に
雛
琢
を
加
え
、
且
つ
美
し

く
響
き
あ
る
よ
う
音
樂
的
効
果
を
も
ね
ら
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
考
え
て
い
る
。
こ
う
い
う
言
い
方
は
、
例
え
ば
陸
機
な
ど
に
比

へ
て
、
聲

律

の
調
和

へ
も
配
慮
を
す
る
こ
と
が
文
章
創
作
に
お
い
て
は
い
か
に
も
當
然
の
こ
と
だ
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
積
極
的
な
態
度
て

あ
る
。
創
作
論
に
お
い
て
聲
律
の
調
和
を
公
然
と
持
ち
だ
し
た
の
は
、
恐
ら
く
こ
の
萢
嘩
を
も

っ
て
噛
矢
と
す
る
。
次
に
彼
は
、
自
分
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が
聲
律
譜
調
法
の
根
本
を
さ
と
っ
た
と
い
う

口
吻
で
、

性
別
宮
商
、
識

清
濁
、
斯
自
然
也
。
観
古
今
文
人
、
多
不
全
了
此
庭
。
縦
有
會
此
者
、
不
必
從
根
本
中
來
。
言
之
皆
有
實
謹
、
非

爲
室
談
。
年
少
中
、
謝
荘
最
有
其
分
。

と
述
べ
る
。
こ
こ
で
萢
嘩
が
、
「
性
別
宮
商
、
識
清
濁
、
斯
自
然
也
」
と
い
う
の
は
、
『
詩
品
』
が
引
く
王
融
の
言

に
、

(
14
)

宮
商
二
儀
倶
生
、
自
古
詞
人
不
知
之
、
…
…
唯
見
萢
曄
、
謝
荘
、
頗
識
之
耳
。

と

い
う
の
に
相
鷹
す
る
。
沈
約
が
陸
厭
の
批
判
に
反
論
し
た
書
に
、
同
じ
趣
旨
の
こ
と
を
見
方
を
か
え
て
、

(
15
)

自
古
僻
人
傷
豊
不
知
宮
羽
之
殊
、
商
徴
之
別
。
錐
知
五
晋
之
異
、
而
其
中
参
差
攣
動
、
所
昧
實
多
。

(『南
斉
書
』
巻
五
二
)

と
述
べ
る
よ
う
に
、
萢
曄
の
い
う
〈
宮
商
清
濁
を
識
別
す
る
〉
の
意
味
す
る
所
は
、

恐
ら
く

「
五
音
之
異
」
、

つ
ま
り
聲
調

(
弓
)
の

ち
が

い
、
及
び
各
調
値
を
識
別
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
萢
嘩
は
、
各
文
字
に
つ
い
て
聲
調

(
調
値
)
を
判
別
す
る
こ
と
は
人
と

し
て
自
然
の
こ
と
だ
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
文
字
に
聲
調
の
ち
が
い
が
あ

る
こ
と
を
、
漠
然
と

し
か
意
識
し
て
い
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
陸
機
ら
と
は
、
大
い
に
異
な
る
こ
と
に
な
る
。
從

っ
て
、
句
中
で
聲
調
を
交
代
さ
せ
よ
う
と
す

る

の
は
陸
機
ら
に
と

っ
て
は
、
よ
ほ
ど
の
晋
樂
的
才
能
を
必
要
と
し
た
で
あ
ろ
う
が
、
各
文
字
の
調
値
を
認
定
で
き

る
萢
曄

に

と

っ

て

は
、
さ
ほ
ど
む
つ
か
し
い
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
。
萢
曄
と
陸
機
と
の
差
は
、
ま
さ
に

「
從
根
本
中
來
」
か
、
否

か
の
差
で
あ
る
。
た

だ
萢
嘩
は
、
ど
う
い
う
風
に
聲
調
を
按
配
す
れ
ば
聲
調
の
譜
和
に
到
達
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
何
も
述
べ
て
い
な
い
。
或
い
は
自

序

に
い
う
彼
の
、

往
往
有
微
解
、
言
乃
不
能
自
蓋
。
…
…
至
於
所
通
解
庭
、
皆
自
得
之
於
胸
懐
耳
。
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と

い
う
持
ち
前
の
性
格
か
ら
し
て
、
胸
中
に
は
掲
り
自
得
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
彼
の
聲
律
論
を
う
か
が
え
る
資
料
は
、

彼

の
残
さ
れ
た
詩
文
を
閲
し
て
も
こ
れ
以
外
に
見
あ
た
ら
ず
、
知
り
よ
う
も
な
い
。
だ
か
ら
沈
約
も
陸
厭

へ
の
返
書

で
、
さ
き
に
引
い

た
部
分
に
績
け
て
、

其
中
参
差
攣
動
、
所
昧
實
多
。
故
鄙
意
所
謂

「此
秘
未
親
」
者
也
。

と
答
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
萢
曄
も
他
の
先
騙
的
な
聲
律
論
者
と
同
様
、
音
樂
に
關
心
を
寄
せ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
の
本
傳
に
は
、
「
曉

晋

律
」
と

記
さ
れ
て
お
り
、
自
序
中
に
も
観
賞
よ
り
實
際
に
演
奏
す
る
方
が
好
き
だ

?
た
こ
と
、
得
意
と
す
る
部
分
は
雅
聲
に
も
劣
ら
ぬ
と
い
う

(
16
)

自
信
の
程
、
等
々
が
記
さ
れ
て
い
る
。
彼
が
文
章
創
作
論
方
面
で
、
ほ
と
ん
ど
最
初
の
聲
調
獲
見
の
表
明
者
で
あ
り
え
た
の
は
、
こ
う

し
た
彼
の
深
い
音
樂
愛
好
と
無
縁
で
は
あ
る
ま
い
。

聲
律
論
者
と
し
て
の
謝
荘

(四
一=
ー
四
六
六
)
に
は
、
王
融
が
言
及
す
る
だ
け
で
な
く
、
先
に
引
い
た
よ
う
に
萢
嘩
も
、
「
年
少
中
、

謝
荘
最
有
其
分
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
彼
が
自
分
と
同
じ
よ
う
に
聲
調
を
識
別
で
き
る
も
の
と
し
て
、
後
生

の
謝
荘
を
あ
げ
て

(
17
)

い
る
の
で
あ
る
。
彼
の
詩
文
に
は
、
今
、
聲
律
論
に
關
す
る
護
言
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
孝
武
帝
の
創
作
活
動
を
哀
策
文
の
中
で
、

綴
響
蘭
深
、
揖
言
環
秘
。

(『芸
文
類
聚
』
巻

一
三
)

と
表
現
す
る
あ
た
り
が
、
強
い
て
言
え
ば
彼
の
聲
律

へ
の
關
心
を
示
唆
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
彼

の
本
傳

(『南
史
』
巻
二
〇
)

に

は
・

壁
聲
、
畳
韻
と
は
何
か
を
問
わ
れ
て
、
す
ぐ
さ
ま
例
を
示
し
て
答
え
て
や
っ
た
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
彼

は

「
月
賦
」
に
樹

す

る
顔
延
之
の
批
評
に
、

六
朝
文
学
評
論
史
上
に
お
け
る
声
律
論
の
形
成
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延
之
作

「秋
胡
詩
」
、
始
知

「
生
爲
久
離
別

(平
平
上
平
入
)
没
爲
長
不
蹄

(
入
平
平
入
平
)
」

(『
南
史
』
巻

二
○
)

と
間
接
的
に
答
え
、
孝
武
帝
を
感
心
さ
せ
た
と
い
う
。
こ
の
五
言
句
は
顔
延
之
の
樂
府

「
秋
胡
行
」
の

一
部
だ
が
、

か
り
に
平
灰
で
み

る
と
共
通
す
る

「爲
」
字
を
除
い
て
互
封
に
な

っ
て
い
る
。
内
容
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ
う
し
た
音
調
に
工
夫
を
こ
ら
し
た
詩
句
を

持

ち
だ
し
て
き
て
い
る
所
に
、

謝
荘
の
聲
律

へ
の
關
心
の
強
さ
を
垣
間
見
る
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
清
の
李
調
元
は
、

彼
の

「
赤
鵬
鵡

賦
」
を
律
賦
の
先
聲
と
み
て
い
る
（
『雨
村
賦
話
』
巻

一
)。
こ
れ
ら
の
黙
か
ら
み
て
も
、
謝
荘
に
は
確
か
に
王
融
、
萢
曄
ら
が
言
う
よ
う

に
聲
律
に
封
す
る
深
い
認
識
が
あ

っ
た
に
ち
が

い
な
か
ろ
う
。

王
融
は
顔
延
之
に
つ
い
て
、

宮
商
二
儀
倶
生
、
自
古
詞
人
不
知
之
、
惟
顔
憲
子
乃
云
律
呂
晋
調
、
而
其
實
大
謬
。

と
批
判
し
て
い
る
。
顔
延
之

(
三
八
四
-
四
五
六
)
の
聲
律
論
に
つ
い
て
は
、
彼
の
残
さ
れ
た
詩
文
に
も
傳
記
資
料
に
も
そ
れ
を
示
唆
す

る
も

の
は
何
も
残

っ
て
い
な
い
。
た
だ
王
融
の

「律
呂
音
調
」
と
い
う
言
い
方
か
ら
す
る
と
、
こ
の
顔
延
之
の
聲
律
論
は
聲
調
に
關
す

る
議
論
で
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
王
融
が
そ
れ
を
批
判
し
て
い
る
こ
と
か
ら
み
れ
ば
、
沈
約
ら
の
四
聲
説
以
前
か
ら
聲
調
に
關
す
る
意

見
が
、
様
々
に
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
他
、
宋
初
の
王
微

(四
一
五
=
四
四
三
)
は
、
本
傳

(『宋
書
』
巻
六
二
)
に
よ
れ
ば
、
文
章
は
古
風
を
好
み
、

頗
る
抑
揚
し
た
と

い
う
。
傳
中
に
載
せ
る
從
弟
僧
緯
に
與
え
た
書
に
は
、

且
文
詞
不
怨
思
抑
揚
、
則
流
澹
無
味
。

と
記
す
。

こ
の

「抑
揚
」
は
、
「
流
澹
」
と
封
比
さ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
文
氣

(勢
)
の
抑
揚
を
指
す
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た

抑

揚
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調
を
意
識
的
に
作

っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
も
聲
調
の
按
配
に
相
當
氣
を
使

っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
本
傳

に
は
よ
く
音
律
を

解

し
た
と
あ
る
か
ら
、
或
い
は
彼
に
も
聲
調
に
封
す
る
自
豊
が
あ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

占
'、

 

『
南
齊
書
』
巻
五
二
に
、
所
謂
〈
永
明
膣
〉
の
成
立
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
す
、

永
明
末
、
盛
爲
文
章
。
呉
興
沈
約
、
陳
郡
謝
眺
、
瑛
邪
王
融
、
以
氣
類
相
推
穀
;
汝
南
周
顯
、
善
識
聲
韻
;
爲
文
皆
用
宮
商
、
以

平
上
去
入
爲
四
聲
、
以
此
制
韻
、
不
可
増
減
、
世
呼
爲

「永
明
燈
」

こ
れ
に
よ
る
と
〈
永
明
腱
〉
と
は
、
從
來
の
聲
調

(
T
)
を
鷹
用
し
た
韻
文
と
ち
が

っ
て
、
平
上
去
入
の
四
聲
説
を
鷹
用
し
た
特
殊
な

韻

文
燈
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
今
日
か
ら
み
る
と
、
平
上
去
の
三
聲
は
聲
調

(
■
)
に
よ
る
分
類
で
あ
る
が
、
入
聲

は
、

無

尾

韻

(
母
晋
だ
け
)

で
終
る
か
、
鼻
音
で
終
る
か
、
閉
鎖
子
音
で
終
る
か
の
韻
尾

(
国
)
の
型
に
よ
る
分
類
で
あ
っ
て
、
平
上
去
聲
と
入
聲

は
分
類
の
萢
疇
が
ち
が
う
。
沈
約
ら
の
四
聲
説
の
新
し
い
鮎
の

一
つ
は
、
そ
う
し
た
本
來
次
元
の
異
な
る
昔
型
を
平
上
去
入
の

一
つ
に

ま
と
め
た
鮎
で
泌
ろ
う
。
も

っ
と
も
沈
約
ら
に
は
、
韻
文
朗
護
上
で

づ
げ
■
'
函

等
の
閉
鎖
子
音
で
終
る
韻
尾
を
持

つ
字
句
を

一
つ
の

聲
調
の
よ
う
に
感
じ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
平
上
去
の
三
聲

の
次
に
入
聲
を
も
並
列
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
沈
約
以
前
の
萢
曄
ら
も
、
そ
う

し
た
閉
鎖
子
音
の
韻
尾
型
を
聲
調
の
型
の
よ
う
に
感
じ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
平
上
去
入
と
い
う
四
つ
の
目
を
立
て
た
か
、
否
か

は
、
や
は
り
そ
れ
以
前
と
以
後
と
を
豊
す
る
大
き
な
違
い
乏
言
あ
ざ
る
を
得
な
塾
。
今
、
假
り
に
こ
う
し
た
四
聲
説
を
韻
文
に
鷹
用
し

た
新
し
い
格
律
を
永
明
禮
律
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
れ
ば
、
從
來
億
多
く
そ
の
永
明
膣
律
を
沈
約
が
創
始
し
た
と
し
て
い
る
。
だ
が
、
果
た
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し
て
永
明
膿
律
創
始
の
功
は
沈
約

一
人
に
蹄
せ
ら
れ
る
も
の
だ
ろ
う
か
。

今
日
、
沈
約
が
創
始
し
た
と
す
る

一
次
資
料
は
残

っ
て
い
な
い
。
梁
の
薫
子
顯

(四
八
九
-
五
三
七
)
は
、
永
明
末
年
よ
り
約
三
、
四

十
年
後
に
書
か
れ
た
で
あ
ろ
う

『
南
齊
書
』
で
、
先
に
引
用
し
た
よ
う
に
永
明
膿
律
の
創
始
者
達
を
、
沈
約
、
謝
眺
、
王
融
そ
し
て
周

(18
)

顧

の
順
で
、
周
願
に
や
や
特
殊
な
性
格
を
與
え
な
が
ら
四
人
を
列
學
し
て
い
る
。
陳
晴
の
間
の
挑
察

(五
三
三
ー
六
〇
六
)
は
、
お
お
よ

そ

一
世
紀
の
後
に

『梁
書
』
巻
四
九
で
、

齊
永
明
中
、
文
士
王
融
、
謝
眺
、
沈
約
文
章
始
用
四
聲
、
以
爲
新
攣
、
至
是
韓
拘
聲
韻
、
彌
尚
麗
靡
、
復
瞼
於
往
時
。

と
述
べ
、
永
明
燈
律
の
創
始
者
た
ち
を
、
今
度
は
王
融
、
謝
眺
、
沈
約
の
順
で
三
人
を
列
學
し
て
い
る
。
ま
た
沈
約
宏
ほ
ぼ
同
時
代
の

(
19
)

梁

の
鍾
燦
は
、
永
明
末
年
よ
り
約
二
、
三
十
年
後
と
考
え
ら
れ
る
こ
ろ
、
『詩
品
』
序
の
中
で
、

王
元
長
創
其
首
、
沈
約
謝
眺
揚
其
波
。
三
賢
或
貴
公
子
孫
、
幼
有
文
辮
。
干
是
士
流
景
慕
、
務
爲
精
密
、
襲
積
細

微
、

專

相

陵

架
。

と
記
し
て
い
る
。
彼
は
、
王
融
、
謝
眺
、
沈
約
の
順
で
三
人
を
あ
げ
、
王
融
を
首
唱
者
だ
と
し
、
あ
と
の
二
人
を
追
随
、
進
展
さ
せ
た

も

の
と
し
て
い
る
。
以
上
の
南
朝
期
ま
で
の
資
料
は
、
序
列
は
そ
れ
ぞ
れ
ち
が
う
が
、
創
始
者
と
し
て
少
な
く
と
も

王
融
、
謝
眺
、
沈

約

の
三
人
を
並
畢
す
る
黙
、
沈
約

一
人
を
創
始
者
と
す
る
も
の
は

一
つ
も
な
い
、
と
い
う
黙
で
共
通
し
て
い
る
。
實
は
沈
約
を
創
始
者

と
す
る
の
は
、
唐
以
後
の
資
料
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
き
ざ
し
は
、
既
に
薫
子
顯
の

『
南
齊
書
』
の
記
述
を
も
と
に
し
て
増
減
し
た
初
唐

の
李
延
壽
の

『
南
史
』
巻
四
八
の
改
攣
部
分
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
『
南
齊
書
』
の
記
述
で
は
、

永
明
膿
律
の
創
始

に

か
か
わ

っ
た
者

は
四
人
と
と
れ
る
が
、
『
南
史
』
で
は
途
中
の
記
述
が
、
「
約
等
皆
用
宮
商
…
…
」
と
な

っ
て
お
り
、
永
明
燈
の
創
始
者
が
、
あ
た
か
も
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沈
約

一
人
で
総
括
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
み
え
る
。
初
唐
の
盧
照
郡

「
南
陽
公
集
序
」
の
、

八
病
髪
起
、
沈
隠
侯
永
作
拘
囚
。

(『文
苑
英
華
』
巻
七
○
○
)

及
び
、
中
唐
の
咬
然

『
詩
式
』
明
四
聲
の
、

沈
休
文
、
酷
裁
八
病
、
砕
用
四
聲
。

と

い
う
記
述
は
、
俗
に
い
う
永
明
膣
の
八
病
説
を
沈
約
が
作

っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
中
唐
の
封
演

『
封
氏
聞
見
記
』

巻
二
に
は
、

永
明
中
、
沈
約
文
詞
精
抜
、
盛
解
音
律
;
途
撰
四
聲
譜
、
文
章
八
病
;
有
平
頭
、
上
尾
、
蜂
腰
、
鶴
膝
。
以
爲
自
霊
均
以
來
、
此

秘
未
観
。
時
王
融
、
劉
給
、
萢
雲
之
徒
、
皆
樗
才
子
、
慕
而
扇
之
。
由
是
遠
近
文
學
、
韓
相
組
述
、
而
聲
韻
之
道
大
行
。

と
記
し
、
こ
こ
で
は
す

っ
か
り
沈
約
が
〈
四
聲
八
病
説
〉
の
創
始
者
に
ま
つ
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
後
は
資

料
を
い
ち
い
ち
あ

げ

る
ま
で
も
な
く
、
こ
う
い
う
言
い
方
が
多
く
踏
襲
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

南
朝
期
ま
で
は
沈
約
を
創
始
者
と
す
る
言
い
方
は
な
か

っ
た
の
に
、
時
代
が
離
れ
る
に
つ
れ
て
か
え

っ
て
沈
約
創
始
説
が
浮
上
し
て

き

た
の
は
、
永
明
膣
律
創
始
の
周
邊
を
記
し
た

一
次
資
料
が
當
時
か
ら
既
に
な
く
、
中
國
で
最
も
普
及
し
た
詩
文
総
集

で
あ

る

『
文

選
』
に
沈
約
の
聲
律
論
的
著
作
の

『
宋
書
』
謝
霊
運
傳
論
が
牧
め
ら
れ
、
且
つ
そ
の
中
に
、
「自
霊
均
以
來
…
…
此
秘
未
観
」
「
世
之
知

音
者
、
有
以
得
之
」
な
ど
と
い
う
誤
解
を
ま
ね
き
や
す
い
議
言
が
あ

っ
た
か
ら
に
ち
が
い
な
い
。

ち
な
み
に
、

「
謝
霊
運
傳
論
」
の
そ
の
部
分
に
つ
い
て
言
え
ば
、

そ
れ
は
決
し
て
彼
の
聲
律
論
を
吹
聴
し
て
レ
る
庵
の
で
は
な
か
ろ

う
。
「謝
霞
運
傳
論
」
後
牛
の
聲
律
論
に
關
す
る
部
分
は
、
後
で
述
べ
る
よ
う
に
、

創
作
論
と
し
て
で
は
な
く
批
評
論
、

鑑
賞
論
と
し

て
提
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
世
之
知
音
者
、
有
以
得
之
」

と
い
う
部
分
を
素
直

に
讃
め
ば
、

沈
約

一
人
だ
け
を
指
し
て
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い
る
と
は
限
る
ま
い
.
他
に
複
激
の
者
か
い
て
も
少
し
も
不
都
合
で
は
な
い
。
『
文
選
』
の
五
臣
注

(劉
良
)
が
、
「
知
音
者
、
蓋
約
自
謂

也
」
と
注
す
る
の
は
、
俗
説
が
多
い
と
言
わ
れ
る
五
臣
注

一
流
の
勘
繰
り
に
す
ぎ
な
い
。
知
音
者
と
は
、
沈
約
も
含

め
て

『南
齊
書
』

が
學
げ
た
よ
う
な
王
融
、
謝
眺
、
周
顯
ら
の
永
明
文
士
て
あ

つ
た
ろ
う
。
だ
か
ら
陸
厭
か

「
謝
霊
運
傳
論
」
に
反
論

し
た
時
、
沈
約
ら

以
前
に
聲
調
雁
用
の
聲
律
論
者
が
い
た
か
ど
う
か
の
鮎
だ
け
を
問
題
に
し
、
知
音
者
が
沈
約

一
人
か
否
か
な
ど
を
議
論
し
た
の
て
は
な

か

つ
た
。
沈
約
の

『宋
書
』
の
膣
例
を
問
題
に
し
た
初
唐
の
劉
知
幾
も
、
「
謝
蜜
運
傳
論
」
自
腱
を

〈
文
膿
を
説
き
音
律
を
言
〉

っ
た

も

の
と
し
て
〈
美
〉
だ
と
認
め
つ
つ
、
そ
れ
を
史
傳
の
論
讃
の
部
分
で
開
陳
し
た
貼
を
批
難
し
た
の
て
あ

っ
て
、
沈
約
が
そ
こ
て
自
己

宣
傳
を
し
て
い
る
か
ど
う
か
な
ど
を
論
難
し
た
の
て
は
な
か
っ
た
の
て
あ
る
。
(『
史
通
』
雑
説
下
)

考
え
て
み
れ
ば
、
永
明
膿
律
自
膿
が
誰
か
の
個
人
的
獲
明
に
よ

っ
て
生
ま
れ
た
の
て
は
な
く
、
そ
れ
ま
て
に
積
み
重
ね
ら
れ
た
先
人

の
多
く
の
試
行
錯
誤
の
基
礎
の
上
に
、
音
韻
學
上
の
平
上
去
入
の
獲
明
か
加
わ
り
、
秀
れ
た
文
人
た
ち
か

一
時
に
會

し
た
永
明
文
壇
て

(20
)

の
集
團
的
創
作

(競
作
)
と
い
う
緊
張
し
た
扶
況
の
中
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
も
の
て
あ
ろ
う
。
「
謝
霊
運
傳
論
」

を
草
し
た
時
、

沈
約

は
ま
さ
に
そ
う
し
た
欝
勃
た
る
氣
運
の
ま

っ
た
だ
中
に
い
た
か
ら
こ
そ
、
あ
あ
し
た
燈
例
を
踏
み
は
ず
し
て
ま
て
も
、
聲
律
論

へ
と
筆

を
す
へ
ら
さ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
の
て
は
あ
る
ま
い
か
。
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七

ま
ず
、
主
要
な
創
始
者
達
の
中
て
唯

一
聲
律
論
に
關
す
る
獲
言
の
あ
る
沈
約
を
と
り
あ
げ

る
。
「
謝
霞
運
傳
論
」

の
、

「
夫
五
色
相

宣
～
」
か
ら

「～
輕
重
悉
異
」
に
至
る
数
十
字
の
聲
律
論
は
、
先
に
鰯
れ
た
よ
う
に
創
作
論
と
し
て
提
出
さ
れ
た
も

の
て
は
な
い
。
そ



の
前
後
は
、

若
夫
敷
征
論
心
、
商
推
前
藻
、
工
拙
之
数
、
如
有
可
言
。

て
始
ま
り
、

妙
達
此
旨
、
始
可
言
文
。

て
し
め
括
ら
れ
て
い
る
。
最
後
の
句
は
う
ら
を
返
せ
ば
、
「
未
妙
達
此
旨
、
不
可
言
文
」
と
い
う
こ
と
て
あ
り
、

こ
の
聲
律
論
が
前
藻

を
商
権
す
る
際
の
工
拙
の
基
準
、
印
ち
批
評
基
準
論
と
し
て
も
ち
だ
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
沈
約
の
行
間
の
意

を

く

み

と
れ

ば
、
文
學
史
の
評
償
は
作
品
の
思
想
内
容
、
文
禮
、
手
法
、
雛
琢
の
度
合
等
の
観
鮎
か
ら
だ
け
て
は
な
く
、
聲
律
の
調
和
度
と
い
う
観

貼
か
ら
も
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
の
て
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
目
て
見
る
と
、
確
か
に
前
半
の
漢
か
ら
宋
ま
て
の
文
學
史
の
記
述

に
は
、
「
蕪
音
累
氣
、
固
亦
多
　
」
「
絶
唱
高
縦
、
久
無
嗣
響
」
「
律
異
班
頁
」
な
ど
、

い
か
に
も
聲
律
的
観
黙
を

も
取
り
い
れ
た
に
ち

か

い
な
い
記
述
が
あ
る
。
だ
が
誤
解
を
恐
れ
ず
に
言
え
ば
、
彼
の
眞
意
と
し
て
は
む
し
ろ
そ
の
よ
う
な
絡
合
的
観
貼

て
文
學
史
を
評
債

す

る
こ
と
よ
り
も
、
專
ら
聲
律
論
的
視
貼
だ
け
で
漢
～
宋
を
見
直
せ
ば
、
曹
植
以
下
三
子
の
わ
ず
か
四
首
の
詩
以
外

は
、
沈
約
ら
の
齊

の
時
代
に
至
る
ま
て
殆
ど
が
評
慣
す
る
に
足
り
な
い
、

と
い
う
こ
と
を
言
い
た
か
っ
た
の
て
は
あ
る
ま
い
か
。

い
ず

れ
に
し
ろ
、
「
謝

霊
連
傳
論
」
中
の
聲
律
論
が
批
評
、
鑑
賞
論
と
し
て
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
彼
が
そ
こ
て
は
、
積
極
的
な
聲
律
論
を
打
ち
出
し
て
い

る

の
て
は
な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
。

そ
れ
て
は
、
そ
の

「
謝
霞
運
傳
論
」
で
の
べ
ら
れ
た
聲
律
論
の
實
質
は
何
か
。
今
、
そ
の
部
分
を
み
る
と
、

夫
五
色
相
宣
、
八
音
協
暢
、
由
乎
玄
黄
律
呂
、
各
適
物
宜
。
欲
使
宮
羽
相
攣
、
低
昂
舛
節
、
若
前
有
俘
聲
、
則
後
須
切
響
。

一
簡
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之
内
、
音
韻
墨
殊
、
雨
句
之
中
、
輕
重
悉
異
。

で
あ
る
。
こ
こ
で
は

一
句

一
聯
中
の
音
韻
、
聲
調
を
意
識
的
に
攣
化
さ
せ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
述
べ
ら
れ
て
蛤
る
。
し
か
も
そ
う
し
た

「
参
差
攣
動
」
(「
答
陸
豚
書
」
)
を
實
現
す
る
た
め
に
は
、
〈
浮
聲
〉
の
連
績
、
〈
切
響
〉
の
連
績
で
は
な
く
雨
者
を
入
れ
ち
が
え
る
こ

と
が
必
要
だ
と
、
そ
の
方
法
ま
で
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
音
調
の
階
和
に
つ
い
て
比
喩
的
、
間
接
的
に
し
か
表
現
し
な
か

っ
た
そ
れ
ま

で

の
聲
律
論
に
く
ら
べ
て
、
極
め
て
明
快
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
ま
だ
ひ
ど
く
抽
象
的
で
、
音
調
の

調
和
を
も
た
ら
す
た
め
の
大
ざ

っ
ば
な
原
則
と
い

っ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
平
上
去
入
の
四
聲
を
ど
の
よ
う
に
鷹
用
す
る
の
か
、
ど
の

よ
う
な
鷹
用
が
不
調
を
き
た
す
の
か
等
に
つ
い
て
は
何
も
鰯
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
近
世
の
音
韻
學
者
以
降
、
沈
約
の
使
う
〈
宮
羽
、
低

昂
、
浮
聲
、
切
響
、
輕
重
〉
等
の
用
語
を
、
唐
宋
以
降
の
音
韻
學
の
獲
展
の
中
で
用
い
ら
れ
て
き
た
用
語
と
同

一
線

上
で
理
解
し
、
様

様

の
憶
説
を
生
ん
で
い
る
が
、
そ
う
し
た
方
法
は
愼
重
で
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
ま
た
〈
浮
聲

〉
〈
切
響
〉
を
平
と
灰
と
解
繹
す
る
の

が
大
勢
で
あ
る
が
、
假
り
に
そ
の
解
澤
が
唐
の
平
灰
律

へ
至
る
格
律
の
護
展
か
ら
み
て
さ
ほ
ど
實
膣
と
か
け
離
れ
た
も
の
で
な
い
に
せ

(
21
)

よ
、
沈
約
が
こ
こ
で
所
謂
平
灰
の
互
換
を
主
張
し
て
い
る
の
で
は
決
し
て
な
い
。

こ
の

「
謝
霊
運
傳
論
」
に
樹
す
る
陸
蕨
の
反
論
、
沈
約
の
再
反
論
を
み
て
も
四
聲
に
關
す
る
言
及
は
な
く
、

い
ず

れ
も
傳
統
的
な
宮

商
、
五
晋
説
に
終
始
し
て
い
る
。
こ
の
事
實
は
我
々
に
、
こ
の
當
時
沈
約
は
ま
だ
四
聲
説
を
韻
文
に
鷹
用
す
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
、
と
疑
わ
し
め
る
。
沈
約
は

「
答
陸
廠
書
」
で
、

宮
商
之
聲
有
五
、
文
字
之
別
累
萬
。
以
累
萬
之
繁
、
配
五
聲
之
約
;
高
下
低
昂
、
非
思
カ
所
畢
。

(
22
)

と
言
う
が
、
こ
の
言
い
方
か
ら
す
る
と
、
こ
の
時
に
は
ま
だ
四
聲
説
の
燈
系
は
で
き
あ
が

つ
て
い
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
O
四
聲
説
を
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把
握
し
き

っ
て
い
た
な
ら
、
〈
累
萬
の
文
字
の
別
を
五
聲
に
配
す
〉
な
ど
と
言
わ
ず
に
、
〈
四
聲
に
配
す
〉
と
述
べ
た
で
あ
ろ
う
し
、

自

ら
入
神
の
作
と
し
た
自
信
作

『
四
聲
譜
』
が
完
成
し
て
い
た
な
ら
、

そ
の
配
分
を
、
「
高
下
低
昂
、

非
思
カ
所
畢
」
の
よ
う
に
困
難

な
も

の
だ
と
は
言
わ
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
彼
が
四
聲
説
の
鷹
用
を
知

っ
て
い
た
な
ら
、
同
じ
く
、

十
字
之
文
、
顛
倒
相
配
;
字
不
過
十
、
巧
歴
已
不
能
壼
。
何
況
復
過
於
此
者
乎
。

な
ど
と
弱
音
を
吐
く
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

ま
し
て
平
灰
律
を
知

っ
て
い
た
な
ら
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

こ
こ
ら
邊
り
は
、
「
謝

霊
運
傳
論
」
で
大
原
則
を
ぶ
ち
ま
け
自
信
満

々
だ

っ
た
時
と
は
だ
い
ぶ
意
氣
が
落
ち
て
い
る
。
ま
た

「
文
賦
」
の
表
現
を

か
り

な

が

ら
、

故
知
天
機
啓
、
則
律
呂
自
調
;
六
情
滞
、
則
音
律
頓
舛
也
。

と
、
聲
律
階
和

へ
の
到
達
が
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
働
き
の
遇
然
性
に
よ
る
と
述
べ
、
同
様
に
、

韻
與
不
韻
、
復
有
精
鷹
。
輪
扁
不
能
言
、
老
夫
亦
不
壷
辮
此
。

と
述
べ
て
、
聲
律
の
調
和
不
調
和
の
微
妙
な
黙
に
つ
い
て
は
辮
じ
つ
く
せ
な
い
と
い
う
。

こ
れ
は
、
書
期
的
な
四
聲
鷹
用
論
者
と
し
て

は
あ
ま
り
に
も
頼
り
げ
な
い
言
い
方
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
う
し
た
黙
か
ら
考
え
て
、

「謝
璽
運
傳
論
」
か
ら

「答
陸
蕨
書
」
の
時
期

あ
た
り
ま
で
は
、
沈
約
は
ま
だ
晋
韻
學
上
の
四
聲
説
の
鷹
用
を
知
ら
な
か

っ
た
と
考
え
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

沈
約
ら
が
四
聲
説
を
韻
文
に
鷹
用
し
は
じ
め
た
の
は
、
『南
齊
書
』
の
記
述
を
正
し
い
と
す
れ
ば
、
恐
ら
く
こ
れ
以
後
永
明
末
年

(～

四
九
三
)
ま
で
の
激
年
間
の
う
ち
で
あ

っ
た
ろ
う
。

永
明
膿
律
の
創
始
を

『南
齊
書
』
は

〈
永
明
末
〉

と
い
う
が
、

「
謝
霊
運
傳
論
」

が
書
か
れ
た
の
は
永
明
十

一
年
間
中
の
ち
ょ
う
ど
眞
中
、
永
明
五
年
春
か
ら
永
明
六
年
二
月
に
か
け
て
の
時
期
で
あ
る
。

一
方
劉
善
経
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「
四
聲
指
蹄
」
引

「答
頸
公
論
」
が
ど
の
時
期
の
も
の
か
わ
か
ら
な

い
が
、
こ
れ
が
書
か
れ
た
時
に
は
既
に
四
聲
を
鷹
用
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
は
傳
統
的
五
音

(聲
)
と
新
説
の
四
聲
と
の
違

い
を
説
明
し
、
さ
ら
に
、

作
五
言
詩
者
、
善
用
四
聲
、
則
謁
詠
而
流
靡
…
…
。

と
、
詩

へ
の
鷹
用
を
は
っ
き
り
述
べ
る
。
こ
う
し
た
明
快
な
言
い
方
こ
そ
が
、
四
聲
説
鷹
用
後
の
言
い
方
な
の
で
あ
る
。

102

八

(
幻
)

所
謂
〈
四
聲
八
病
説
〉

の
う
ち
四
聲
説
が
沈
約
の
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
八
病
説
が
沈
約
ら

の
も
の
で
あ

っ
た

(
24
)

か
ど
う
か
は
甚
だ
疑
わ
し
い
。
ま
ず
沈
約
、
謝
眺
、
王
融
ら
の
残
さ
れ
た
資
料
を
閲
し
て
も
、
ど
こ
に
も
そ
の
手
が
か
り
は
な
い
し
、

(お
)

 南
朝
ま
で
の
史
料
に
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

八
病
の
名
稻
が
出
て
く
る
の
は

(晴
)
唐
以
降
の
文
献
か
ら
で
あ

る
。
『文
中
子
』

天

地
篇
に
、
李
伯
藥

(五
六
五
～
六
四
八
)
が
醇
牧

(五
九
二
～
六
二
四
)
に
語

っ
た
次
の
言
を
載
せ
る
、

吾
上
陳
鷹
劉
、
下
述
沈
謝
、
分
四
聲
八
病
、
剛
柔
清
濁
、
各
有
端
序
。

ま

た
、
先
に
引
い
た
盧
照
鄭
の

「
南
陽
公
集
序
」
、
鮫
然
の

『
詩
式
』
、
封
演
の

『
封
氏
聞
見
記
』
等
が
、
唐
代
で
は
沈
約
と
八
病
の
關

係

に
つ
い
て
記
す
。

沈
約
の
八
病
説
を
名
稽
ま
で
具
膿
的
に
記
す
の
は
、

恐
ら
く
宋
の
李
淑

『詩
苑
類
格
』

(前
出
)
、

宋
の
魏
慶
之

『
詩
人
玉
屑
』
(巻

=

)
他
い
く
つ
か
の
宋
代
の
詩
話
類
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
が
何
に
披

っ
た
の
か
お
か
ら
な

い
が
、
今
日
の
段

階

で
は
、
沈
約
死
後
数
百
年
に
し
て
突
如
と
あ
ら
わ
れ
た
こ
れ
ら
の
記
事
を
到
底
信
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

俗
に
沈
約
八
病
説
の
根
捺
と
み
な
さ
れ
て
い
る

『
文
鏡
秘
府
論
』
に
つ
い
て
言
え
ば
、
そ
こ
に
は
沈
約
が
八
病
を

つ
く

っ
た
と
い
う



記
述
は
み
え
な
い
。
同
書

「文
二
十
八
種
病
」
に
は
、
平
頭
、
上
尾
、
蜂
腰
、
鶴
膝
、
傍
紐
の
項
に
〈
沈
氏
〉

の
聲
病
説
を
引
く
が
(・

こ
の
〈
沈
氏
〉
が
沈
約
だ
と
す
る
確
謹
は
ど
こ
に
も
な
い
。
む
し
ろ
鶴
膝

の
項
に
は
、
か
え

っ
て
沈
約
が
八
病
を
つ
く

っ
た
の
で
は
な

(
26
)

い
と
疑
わ
せ
る
資
料
さ
え
あ
る
。
逆
に
沈
約
と
確
認
で
き
る

〈
沈
氏
〉

〈
沈
生
〉
等
の
部
分
は
、

直
接
八
病
に
關
す
る
も
の
で
は
な

い
。
ま
た
同
書
総
序
と
西
巻
小
序
に
は
、

一
見
沈
約
と
聲
病
説
と
の
關
係
を
と
く
か
に
見
え
る
室
海
の
文
章
が
あ
る
が
、
そ
の
部
分
は

互
文
と
し
て
で
は
な
く
、
ρ
・
び
ー
ー
曳

・
び
、1
-
9
、、
・
び
、、…
…
の
順
接
式
の
嚴
密
な
野
句
と
し
て
讃
ま
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

沈
候
劉
善
之
後
、
王
絞
崔
元
之
前
;

盛
談
四
聲
、

争
吐
病
犯
。

(総
序
)

願
約
以
降
、

競
融
以
往
;

聲
譜
之
論
欝
起
、
病
犯
之
名
争
興
;

家
製
格
式
、

人
談
疾
累
;

徒
競
文
華
、

空
事
拘
検
;

蜜
感
沈
秘
、

彫
弊
窪
繁
。

(
西
巻
小
序
)

つ
ま
り
こ
れ
ら
の
序
文
も
、
周
顯
、
沈
約
以
下
が
四
聲
論
を
起
こ
し
た
と
述
べ
る
だ
け
で
、
聲
病
を
流
行
さ
せ
た
初
唐
の
作
家
た
ち
と

は
き
れ

い
に
匠
別
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
沈
約
の
八
病
説
は
殆
ど
根
擦
の
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
そ
う

し
た
假
託
が
生
ま

れ
た

一
背
景
に
は
、
「
黄
巻
温
筐
、
細
秩
満
車
」
(総
序
)
と
い
う
よ
う
に
四
聲
病
犯
論
が
陳
晴
唐
間
に
争
い
起

っ
た
風
潮
が
あ
ろ
う
。

沈

約
の
聲
病
説
は
、
そ
う
し
た
中
で
或
る
人
々
に
よ
っ
て
自
己
の
聲
病
説
を
権
威

(正
當
)
づ
け
る
た
め
に
造
り
出
さ
れ
て
き
た
も
の

六
朝
文
学
評
論
史
上
に
お
け
る
声
律
論
の
形
成

103



中
國
文
學
論
集

第
十
三
號

で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
『
詩
品
』
序
に
は
鍾
燦
が
沈
約
ら
の
四
聲
鷹
用
の
聲
律
説
に
反
樹
し
て
、

至
干
平
上
去
入
、
余
疾
未
能
;
蜂
腰
鶴
膝
、
閻
里
已
具
。

と
記
す
。
文
脈
か
ら
し
て
、
こ
の
〈
蜂
腰
鶴
膝
〉
は
沈
約
ら
サ
イ
ド
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
沈
約
ら
も
〈
蜂
腰
鶴
膝
〉

は
提
出

し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
具
膣
的
に
わ
か
ら
ぬ
が
、
た
だ
間
里
に
已
に
〈
具
〉
わ
る
と
し
て

い
る
こ
と
か
ら
す

(
27
)

れ
ば
、
病
犯
的
な
も
の
で
は
な
く
、
逆
に
そ
の
膣

(格
律
)
に
到
達
す
べ
き
あ
る
美
的
モ
デ
ル
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

前
句
の
言
わ
ん
と
す
る
所
は
、

皮
肉
を
こ
め
て
、

平
上
去
入
も
積
極
的
に
鷹
用
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
が
非
才
の
自

分
に
は
で
き

な

い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
封
鷹
さ
せ
て
考
え
て
も
や
は
り
こ
こ
で
言
う
〈
蜂
腰
鶴
膝
〉
は
、
到
達
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い

と
さ
れ
て
い
る
あ
る
格
律
の
型
の
よ
う
で
あ
る
。

(
銘
)

『南
史
』
陸
蕨
傳
の
言
う
〈
平
頭
、
上
尾
、
蜂
腰
、
鶴
膝
〉
は
、
梁
の
薫
子
顯
の

『南
齊
書
』
陸
蕨
傳
に

『
南
史
』
が

つ
け
加
え
た

も

の
で
、
沈
約
ら
當
時
の
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
ま
た
初
唐
の
劉
知
幾

『
史
通
』
に
は
、

(29
)

自
梁
室
云
季
、
雛
贔
道
長
。

(
原
注
..謂
太
清
已
後
。)
平
頭
上
尾
、
尤
忌
於
時
;
封
語
麗
僻
、
盛
行
於
俗
。

(雑
説
下
)

と
記
す
。
こ
の
平
頭
、
上
尾
は
、
時
に
〈
忌
〉
ま
る
と
あ
る
か
ら
聲
病
に
屡
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
記
事
か
ら
す
る
と
平
頭
、
上
尾

な
ど

の
聲
病
説
が
盛
ん
に
な
る
の
は
、
梁
末
以
降
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
し
た
背
景
が
あ

っ
て
、
初
唐
の
李
延
壽
は

『
南
史
』
で
四
病

を

つ
け
加
え
た
の
に
ち
が

い
な
い
。

一
方
、
劉
知
幾
が
聲
病
が
忌
ま
れ
る
の
を
永
明
末
よ
り
と
し
て
い
な
い
の
は
示
唆
的
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
沈
約
ら
は
ま
だ
具
膣
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的

な
聲
病
と
い
う
獲
想
す
ら
持
ち
、兄
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
ふ
し
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
ρ
た
と
え
ば

「
謝
璽
運
傳

論
」
に
、
批
評
論
の
一
環
と
し
て
出
さ
れ
た

「若
前
有
浮
聲
、
則
後
須
切
響
」
と
い
う
原
則
は
、
積
極
的
に
遵
守
す

る
の
が
好
ま
し
い

創

作
の
指
針
と
は
な
り
、兄
て
も
、

避
け
る
べ
き
清
極
的
な
聲
病
と
は
な
り
え
な
い
。

「
答
陸
豚
書
」
に
、
「
六
情
滞
、

音
律
頓
舛
也
」

と
言
い
、
『文
鏡
秘
府
論
』
に
、

若
得
其
會
者
、
則
屑
吻
流
易
.,
失
其
要
者
、
則
喉
舌
塞
難
。
事
同
暗
撫
失
調
之
琴
、
夜
行
攻
填
之
地
。

(「文
二
十
八
種
病
」
鶴
膝
)

と
言
う
の
も
、
具
膣
的
な
避
け
る
べ
き
聲
病
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
失
調
し
た
状
況
を
象
徴
的
に
描
窩
し
て
い
る
に
す

(
31
)

ぎ

な
い
。
し
か
し
あ
る

一
つ
の
創
作
の
指
針
も
、
そ
の
創
作
法
に
批
判
的
な
者
か
ら
み
れ
ば
巨
由
な
創
作
を
束
縛
す
る
も
の
に
轄
化
す

る
。
鍾
燦
が
、
沈
約
ら
の
四
聲
説
懸
用
の
聲
律
論
に
反
封
し
て
、

故
使
文
多
拘
忌
、
傷
其
眞
美
Q

(『詩
品
』
序
)

と
述
べ
た
の
も
そ
う
し
た
意
味
か
ら
で
あ
ろ
う
。

さ

ら
に
、

「
答
甑
公
論
」
で
は
聲
病
の
褒
想
と
は
逆
の
、

む
し
ろ
そ
れ
に
到
達
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
理
想
的
格
律
型
を
提
出
し
て
い

る
o
そ
れ
に
言
う
、

作
五
言
詩
者
、
善
用
四
聲
、
則
誠
詠
而
流
靡
;
能
達
八
膣
、
則
陸
離
華
潔
。

(前
出
)

こ
こ
で
言
う
〈
八
膿
〉
が
聲
病
で
は
な
く
、
理
想
的
美
的
格
律
の
あ
る
種
の
タ
イ
プ
を
指
す
こ
と
は
説
明
す
る
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
同

じ
く
劉
善
経
の
引
く
北
魏
の
常
景

(?
1
三
五
〇
)
の

「
四
聲
賛
」
に
は
、

僻
盆
流
徴
、
氣
靡
輕
商
;
四
聲
獲
彩
、
八
髄
含
章
;
浮
景
玉
充
、
妙
響
金
鋳
。

(『文
鏡
秘
府
論
』
天
巻

「
四
声
論
」)

六
朝
文
学
評
論
史
上
に
お
け
る
声
律
論
の
形
成
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中

文
學
論
集

第
十
三
號

(
32
)

と
あ
り
、
こ
の
〈
八
膿
〉
も
、
そ
の
格
律
を
實
現
す
れ
ば
美
し
い
響
き
が
起
こ
る
と
い
う
か
ら
、
沈
約
の
〈
八
禮
〉
と
同
じ
で
あ
ろ
う
。

こ
の
〈
八
艦
〉
が
ど
う
い
う
も
の
か
そ
の
實
膣
は
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
こ
に
ヒ
ン
ト
を
與
え
て
く
れ
そ
う
な

一
つ
の
例
が
あ
る
の
で

(
33
)

敢
え
て
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。
四
聲
に
關
す
る
も
の
を
集
め
た

『
文
鏡
秘
府
論
』
天
巻
に
、
〈
八
種
韻
〉
と
い
う
項
目
が
あ
り
八
種

の
押
韻
法
を
紹
介
し
て
い
る
。

そ
の
中
に
は
普
通

の
〈
韓
韻

(第
三
)
〉
な
ど
も
含
ま
れ
て
お
り
、

全
て
が
理
想
型

の
格
律
禮
で
は
な

い
が
、・
な
か
に
は
、

此
爲
佳
也
。

(第

一
連
韻
)

此
爲
美
也
。

(
第
二
聲
韻
)

此
爲
麗
也
。

(第
四
聲
連
韻
)

此
爲
善
也
。

(第
六
重
字
韻
)

と

評
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
押
韻
を
實
現
で
き
た
時
に
は

一
つ
の
美
的
音
律
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
述

べ
て
い
る
。
沈
約

ら
の
永
明
膣
律
が
四
聲
の
鷹
用
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た

『南
齊
書
』
陸
厭
傳
を
も
う

一
度
想
い
起

こ
せ
ば
、
「
爲
文
皆
用
宮
商
、

以
平

上
去
入
爲
四
聲
、
以
此
制
韻
」
と
あ

っ
た
は
ず
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
〈
韻

〉
は
脚
韻
だ
け
を
指
す
の
で
は
な
か
ろ
う
が
、
こ
う
し

た
四
聲
を
加
味
し
た
押
韻
を
も
意
味
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

上
記
の
例
の
よ
う
に
、
四
聲
の
韻
文

へ
の
鷹
用
は
必
ず
し
も
病
犯
論
的
な
拘
束
す
る
方
向

へ
の
鷹
用
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
に

創
造
的
指
針
と
な
す
積
極
的
な
方
向

へ
も
鷹
用
す
る
例
が
實
在
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
沈
約
の
言
う
〈
八
農
〉
も
そ
う
し
た
鷹
用
法
で

あ

っ
た
ろ
う
。
鍾
繰
の
述
べ
た
〈
蜂
腰
鶴
膝
〉
が
そ
の
〈
八
膣
〉
の

一
部
で
あ

っ
た
の
か
ど
う
か
は
今
日
で
は
知
る
よ
し
も
な
い
が
、
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四
聲
を
は
じ
め
て
韻
文
に
鷹
用
し
は
じ
め
た
沈
約
ら
は
、
少
な
く
と
も
ま
だ
具
膿
的
な
あ
れ
や
こ
れ
や
の
聲
病
説
を
唱
え
る
所
ま
で
は

至

刃
て
い
な
か
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

沈
約
が
文
章
の
聲
律
を
正
面
か
ら
論
じ
た
も
の
に
は
、
今
ま
で
取
り
あ
げ
て
き
た

「
謝
璽
蓮
傳
論
」
「
答
陸
厭
壼
ε

「
答
頸
公
論
」
し

か
な
い
が
、
彼
の
文
集
を
閲
す
る
と
、
聲
律

へ
の
意
識
の
強
さ
を
示
す
い
く

つ
か
の
獲
言
が
あ
る
。
最
後
に
そ
れ
を

二
、
三
紹
介
し
て

(
糾
)

お
き
た
い
。

…
…
有
同
成
諦
、
無
假
含
毫
。
興
絶
節
於
高
唱
、
振
清
僻
於
蘭
碗
。
(中
略
)
皆
詠
志
摘
藻
、
廣
命
璽
臣
;
上
與
日
月
争
光
、
下
與

鍾
石
比
韻
。

(
『芸
文
類
聚
』
巻

一
四

「
武
帝
集
序
」)

覧
所
示
詩
、
實
爲
麗
則
;
聲
和
被
紙
、
光
影
盈
字
…
…
。
會
昌
昭
獲
、
蘭
揮
玉
振
;
克
譜
之
義
、
寧
比
笙
簑
。

(『梁
書
』
巻
三
三

王
笏
伝
)

夫
砂
汎
槍
流
、
則
不
識
涯
挨
;
雑
陳
鍾
石
、
則
莫
辮
宮
商
。
錐
復
吟
論
環
　
、
編
離
字
滅
、
終
無
所
辮
…
…
。

(『芸
文
類
聚
』
巻
五
八

「與
萢
述
曾
論
寛
陵
王
賦
書
」)

別

人
の
韻
文
に
封
す
る
こ
う
し
た
音
律
面
か
ら
の
批
評
は
、
彼
が
平
生
か
ら
聲
律
の
調
和
に
相
當
關
心
を
は
ら

っ
て
い
た
こ
と
を
示
し

て

い
る
。

と
く
に
最
後
の
例
は
輩
に
音
律
面
か
ら
み
た
と
い
う
だ
け

で
な
く
、

い
か
に
も
四
聲
を
鷹
用
し
て

一
つ
の
格
律

(永
明
膣

律
)
を
作
り
あ
げ
た
者
に
ふ
さ
わ
し
い
獲
言
と
な
っ
て
い
る
。

九

107

 

六
朝
文
学
評
論
史
上
に
お
け
る
声
律
論
の
形
成



中
國
文
學
論
集

第
十
三
號

以
上
、
小
論
で
は
曹
魏
父
子
か
ら
沈
約
に
至
る
ま
で
、
約
三
百
年
間
の
文
章
の
聲
律
の
調
和
に
封
す
る
認
識
の
攣
遷
を
概
述
し
て
き

た
。
績
稿
で
は
沈
約
以
後
の
聲
律
論
を
め
ぐ
る
状
況
を
取
り
あ
げ
、
最
後
に
讐
聲
畳
韻
、
押
韻
に
關
す
る
獲
言
を
紹

介
す
る
つ
も
り
で

あ

る
。

元
來
、

小
論
は
績
稿

「
六
朝
文
學
評
論
史
上
に
お

け
る
聲
律
論
の
展
開
」

(『島
根
大
学
法
文
学
部
紀
要
』
文
学
科
編
第
七
号
)
を

ま

っ
て
は
じ
め
て
完
結
す
る
も
の
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

(
註
)

(
1
)
『
古
典
詩
律
史
』
(
青
海
人
民
出
版

社

一
九
八
〇
、

六
月
)
「
曹
植

対
詩

律
的
探
索
」
氏

は
唐
律

の
観
点
、
即
ち

二
四
不
同
、
律
聯

の

形
成

か
ら
、
曹
植

が
確

か
に
詩
律

の
探
索

を
行

な

っ
て

い
た
と

い

う
。し

か
し
六
朝
人
の
考

え
た
詩
律

の
調
和

は
必
ず

し
も
唐
律

の
そ

れ
と
完
全

に
同
じ
で
は
な

い
か
ら
、
唐
律

の
観
点

で
の
み
魏
詩
を

は
か
る
の
は
注
意
が

必
要

で
あ
ろ
う
。

(
2
)
「
永

明
声
病
説
的

再
認
識
-

談
平
頭
、
上
尾
、

蜂
腰

、

鶴
膝
」

(華

中
工
学

院
中

国
語
言
研
究

所

『
語
言
研
究

』

一
九

八

二
年
第

一
期

)
氏
は
沈
約
が
声
律

に
か
な
う

と
し
た
曹
植

ら
四
首

の
作
品

か
ら
、

上
記

の
四
病

の
内
容
を
推
定

し
、
『
文
鏡
秘
府
論
』

の
説

と

は
異

な
る
新
説

を
出

し
て
お
ら
れ
る
。
氏
の
推
定

し
た
四
病
説

に
従

え
ば
、
当
然
そ

の
詩

は
四
病
を
回
避

し
え

て
お
り
、
沈
約
ら

の
六
朝
的
詩

律

に
か
な

っ
て
い
る
。

(
一
九

八
四
、
八
、

二
稿
)

(
3
)
類
似

す
る
記
事

は
劉
敬
叔

『
異
苑
』
巻
五

の
他

に
も
、
大
蔵
経
中

に
散
見
す
る
。

(
4
)
陳
寅
恪

「
四
声
三
間
」

(
『清

華
学
報
』
第
九
巻
第

二
期

、

一
九

三

四
、
四
月
)
董
瑠

「
梵
讃
考
」
(
『
文
学
年
報
』
第

五
期
、
未
見
)

澤

田
瑞
穗

『
仏
教
と
中
国
文
学
』
(
国
書
刊
行
会

一
九
七
五
、

五

月
)

(
5
)
『中
国
文
学
批
評
史
』
第
三
篇
第
四
・章

一
「
音
律
説
的
前
駆
-

文
気
説
」

(
6
)
『
中

国
文
学
論
集
』
(
台
湾
学
生
書
局

、

一
九
七

四
、
十
月
再
版
)

三

二
九
頁

(
7
)
『
三
国
志
』
巻

一
襲
松
之
注
所
引

『
魏
書
』

に
、
「
太
祖
…
…
登
高

必
賦
、
及
造
新
詩
、
被
之
管
弦
、

皆

成
楽

章
」
、

同
じ

く

『
曹
隔

伝
』
に
、
「
太
祖
…
…
好

音
楽
、
侶
優
在
側

、
常

以
日
達

夕
」
と

あ

る
。
ま
た
魏

武
帝
遺
令
に
、
「
吾
姪
好
妓
人

、
皆
著
銅
爵

台
、
於

台

堂
上
、
施
八
尺
躰

黒
帳

、
朝
哺

上
楠
精
之
属

。
月
朝
十

五
、
輻
向
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帳
作
妓
」

(
『文
選

』
巻

六
〇

陸
機

「
弔
魏
武
帝
文
」
)

(
8
)
繁
欽

「
與
魏
文
帝
騰
」

(
『文
選

』
巻

四
〇

)
及
び
、
欽

へ
の
返
書

(
右

の
李
善
注
所
引

『
文
帝
集
』
)
ま

た
曹
　

「
與
呉
質
書
」
(
『文

選

』
巻

四
二
)
等
を
参
照

(
9
)
曹
植

「
與
呉
季
重
書
」
(
『
文
選

』
巻

四
二
)

(
10
)
小
論

で
は
特

に
取

り
あ
げ

な
か

っ
た
が
、
沈
約
が
曹
植
と
共

に
律

調

に
か
な
う
と

し
た
王
楽
も

、
当
然

こ
の
作
家
達

の
中

に
入
れ

ね

ば

な
ら
な
い
。

(
11
)
「
文
賦
」

と
音
楽
理

論

と

の

関
係

に
つ
い

て
は
、

饒
宗
願

氏
に

「
陸
機
文
賦

理
論
與
音
楽
之
関
係
」
(京
都

大
学

『
中

国
文
学
報
』

第

一
四
冊
、

一
九

六

一
、

四
月
)
が
あ

る
。
氏

は

「
文
賦
」
が
提

出

し
た
と

い
う
応

・
和

・
悲

・
雅

・
艶

の
五

つ
の
基
準

の
意
味
す

る
所
を

、
楽

理
か
ら
明
ら
か
に
し
て
お
ら
れ

る
。

(
12
)

こ
の
五
病

の
解
釈
を
、
時
期
的

に
古

い
程
千
帆

氏

の
説

に
よ

っ
て

示
せ
ば
、

一
、
文

小
事
寡
、
則
前
後

失
応

。

二
、
言
靡
無
骨

、
則

辞
義
不
譜
。

三
、

文
偏
浮
誰
、

則
無
摯
至
之
情
。
四
、

文
傷
淫

修
、
則
無
雅

正
之
徳

。
五
、
文
過
質
実
、
而
無
富
当
艶
之
美
。
で

あ

る
(
『
文
論
十
箋
』
黒
龍
江
人

民
出
版
社

、

一
九

八
三
、

八
月
。

原
版

は

一
九
四

八
年
刊
)
。

そ

の
他
、

手
許

に
あ
る
数

種

の
注
繹

も
大

同
小
異

で
あ

る
。

(
13
)
高
木

正

一
氏

は
陸
機

の
こ
ろ
か
ら
五
言
詩
に
双
声
畳
韻

対
句
が
応

用
さ
れ

は
じ

め
た

こ

と
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
「
六
朝

に
お
け

六
朝
文
学
評
論
史
、上

に
お
け

る
声
律
論

の
形
成

る
律
詩

の
形
成
」

(
『
日
本
中

国
学
会
報
』
第

四
、

一
九

五
三
、

三
月
)

(
14
)
声
調

の
存
在
を
発

見
し
な
か

っ
た
、
の
意
。

(
15
)
声
調
言
語
を
使

用
し
て
い
た
の
だ

か
ら
調
値
を
知
ら
な

か

っ
た
は

ず

は
な
い
、
の
意
。

(
16
)
吾
於
音
楽

、
聴
功

不
及
自
揮

。
但
所
精
非
雅
声
、
為
可
恨
。
然
至

於

一
絶
処
、

亦
復
何
異
邪
。

其
中
体
趣
、

言
之
不
壼
。

弦

外
之

意

、
虚
響
之
音

、
不
知
所
從
而
来
。

(
17
)
ま
た

こ
れ
ら
の
記
事

に
拠

っ
た

の
で
あ
ろ
う
が
、
『
察
寛

夫
詩

話
』

も

、
「
声
韻
之
興

、
自
謝
荘
沈
約
以
来
、
其
変
日
多
。
」
と
、
ま
ず

謝
荘

を
あ
げ

て
い
る
。

(
18
)
『
梁
書

』
は
、
挑
察

の
旧
稿
を
も

と

に

子

の
挑
思
廉
が
初
唐

の
六

三
六
年

に
完
成

し
た

も

の
だ
が
、

こ
の
巻
五
〇
、

五

一
文

・学
伝

は
、
伝
後

に

「
陳
吏
部
尚
書
挑
察

日
」
と

し
る
す

の
で
、
挑

察
が

陳

(
五
八
九
年
滅

亡
)

の
修
史
官
及
び
吏
部
尚
書

で
あ

っ
た
時
に

書

い
た
も

の
で
あ

る
こ
と
が
わ

か
る

(
19
)
通
説
で
は
、
『
詩

品
』
の

著
作
年
代

は
五

二
二
年

か

ら
五

一
八
～

五
二
〇

に
至

る
数
年
間

の
時
期

で
あ
る
。

(
20
)
永

明
末

、

京
邑
人
士
、

盛
為
文
章

談
義
、

皆
湊
寛
陵

王
西
邸
。

(
『
南
斉
書
』
巻

四
八
〉

(
21
)
既

に
郭
紹
虞

氏
に
次

の
よ
う
な
指
摘
が
あ

る
。
「
四
声
的

二
元
化
、

在
永
明
体
的
時
代
就
已
経
有
人
朦

朧
地
提
到
了
。
…
も
:
並
不
会
把
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四
声
帰
為
平
灰

二
類
。
帰
為
平
灰

二
類
、
當
始
於
周
、
斉

、
陳

、

晴
之
間
、
而
定

於
唐
初

。
(
中
略
)
所
以
永

明
体

的
声
律
是

顛
倒
相

配
四
声
的
問
題
、
而
律
体
的
声
律
則
進

展
到
平
灰
相

配
的
問
題

。」

『
文
鏡
秘
府
論

』
前

言

(
人
民
文

学
出
版
社
、
一
九

七
五
、
五
月
)

(
22
)
鈴
木
虎
雄

「
沈
休
文
年
譜
」

の
説

に
し
た
が

っ
て
、
周
甑

の
卒
年

を
永

明
六
年
冬

と
す
れ
ば

、

こ
れ
以
前

ま
で
に
は
沈
約

は
周
顯

よ

り
四
声
説

く
の
着

想
)
を
さ
ず

か

っ
て
い
た
は
ず

で
あ

る
。
(
『
狩

野
教
授
還

暦
記
念

支
那
学
論
叢

』
)

(
23
)
例
え
ば
一
梁
書
』
沈
約
伝
に
、
「
又
撰
四
声
譜
、
以
為
在

昔
詩

人
、

累
千

載
而
不
磨

、
而
独
得
胸
衿

、
窮
其
妙

旨
、
自

謂
入
神
之
作

。」

と
あ
る
、。

(
24
)
大
矢

根
文

次
郎

「
沈
約

の
詩
論
と
そ

の
詩
」
は
、
沈

約

の
後
期

の

詩
六
首
を
、
広

韻
に
よ

っ
て
通
説

の
八
病

を
犯

し
て
い
る
か
い
な

い
か
調
査

し
、
沈
約

八
病
創
始
説
を
俗
説
と
結
論
ず

け
て
い
る
。

(
『
早
稲
田
大
学
教
育
学

部
学
術
研

究
』
第

一
、

一
九

五
二
、
十

月
)

(
25
)
小
論

に
引
く

『
文
中
子
』

の
部
分

は

子
孫

の
増

補

の
疑

い

が
あ

る
。
と
す
れ
ば
そ

の
部
分

は
晴
代

の
資

料

で
は
な
く
な
る
。

(
26
)
鶴
膝

の
条

に
、
「
沈
氏
日

..
人
或
謂
鶴
膝
為
蜂
腰
、
蜂
腰
為
鶴

膝
。

疑
未
辮

」

と
あ

り
、

羅
根
澤

氏
も
既

に
、
「
沈

約
是
八
病

的
創

始

者
、
不
会
有

這
種
疑

問
」

(
『
中
国
文
学
批
評
史
』
)
と

疑

っ
て
お

ら
れ

る
。

(
27
)
声
病

の
場
合

は

〈
回
忌
〉
〈
拘
検

〉

な
ど
、

マ
イ

ナ
ス
イ

メ
ー
ジ
・

で
表
現

さ
れ

る
こ
と
が
多

い
。

(
28
)
『
南
史

』
の

こ
の
部
分

で
、
〈
制
韻
〉

を

〈
製
韻

〉
と

解

繹

す
れ

ば

、
文
脈
上

か
ら
こ
の
四

つ
は
必
ず
し
も
声
病

と
は
取

れ
な
く
な

る
。

(
29
)
梁
末

に
対

し

て
原
注
が

わ
ざ
わ

ざ
太

清
年

間

(
五
四

七
=

五
・四

九
)
已
後
と
注
す

る
の
は
、
ま
さ
に
そ

の
時
期

に
流
行

し
て
い
た

宮
体
詩
を
暗

に
さ
す

の
で
は

な

か
ろ
う
か
。
〈
軽
険

、
軽
浮

〉
と

評

さ
れ

る
宮
体
詩

の
か
く
さ
れ
た

一
面

に
は
、
声
病

回
避
と

い
う

格
律
上

の
特
色

が
あ

っ
た
の
か
も

し
れ
な

い
。

(
30
)
原
注
で
は
さ
ら
に
平
頭
上
尾
を
避
け
た
例
を
あ
げ
て
い
る
。

こ
れ

は
由
緒

の
明
ら

か
な
声
病

の
具
体
資
料
と
し
て
重
要

で
あ

る
。

(
31
)
『
南
史
』
陸
厭
伝

に
、
「
約
論
四
声
、
妙

有
詮
辮
、
而
諸
賦
亦
往
往

與
声
韻
乖

。
」
と

い
う
が

こ
れ
も

〈
犯
病

〉
と
は
言

っ
て
い
な

い
。

(
32
)
同
西
巻
序

に
、
「
泊

八
体

十
病
六
犯
三
疾

、

或
文
異
義

同
、

或
名

通
理
隔
」
と
あ

り
こ
こ
で
は
八
体
は
声
病

を
意

味
し
て
い
る
が

こ

れ
は
沈
約

よ
り
三
百
年
も
後

の
空

海
が
書

い
た
も

の
で
あ

る
。

『
日
本
国
見
在
書

目
録

』
(
小
学
家

)
に
、
『
詩
八
病

』

一
巻

、
『
八

病
詩
式
』

一
巻
等
と
と
も

に

『
四
声
八
体
』

一
巻
が

あ
り
、

こ
の

八
体
が
何
を
指
す

か
は
不
明
。
美

的
格
律

の
八
型

を
も

、
病
犯

の

八
病
を
も
共

に
八
体
と
呼
ぶ
混
乱
し
た

一
時
期

が
あ

っ
た
の
か
も

し
れ
な

い
。

い
ず
れ

に
し
ろ
中

国
に
は
八
に
限

ら
ず
数
詞

の
つ
く

凸
)
ρ
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名
詞
が
多

い
も

の
で
あ

る
。

(
33
)
第

八
交
鎖
韻

は

『
文
筆

眼
心
抄

』
に
の
せ
る
。

(
34
)
他

に

『
顔

氏
家
訓
』
文
章
篇

に
ひ
く
沈
約

の
言
も
参
照
。
沈
隠
侯

日

..
「文

章
當
從
三
易
。
…
…
易
読
調
三
也
。
」

(付

注
)
六
朝
後
期

の
声
律
論

に
つ
い
て
は
郭

紹
虞
氏

の

一
連

の
研
究

を

は
じ

め
、
多

く

の
論
著
が
あ
り
全

て
に
目
を
通
す

こ
と
は
で
き

な

か

?
た
が
、
私

の
通
読

し
え
た
所
で
最
も
多
く

の
示
唆
を
与

え
て
く
れ
た
の
は
、
漏
承
基
氏
の

「論
永
明
声
律
t

咽
葬
」

「再
論
永
明
声
律
-

八
病
」
(『大
陸
雑
誌
』
三

一
巻
第
九

期
、
三

二
巻
第

四
期
)
、
及

び
管
雄

氏
の

「
声
律

論
的

発
成
和

発

展
及
其
在
中

国
文
学
史

日上
的
影
響
」

(
『
古
代

文
学

理
論
研

究
』
第

三
輯

一
九

八

一
、
二
月
)

で
あ

る
。

1h

 

六
朝
文
学
評
論
史
上
に
お
け
る
声
律
論
の
形
成


